
北 スラベシにおける移動耕作拡大

防止 の た め の 定 住化対策

斉藤 守(抄訳〉

1. まえがき

インドネシアの{t時地では住民が移動耕作を行っていて， これがアラン ・アラン草原

や痩悪地の拡大原因となっている。

ィ γ ドネジア全体の荒廃地面積は 4， 000 万 ha と推定され，年間 20~40 万 h a の害1)

で、増加している。しかし，緑化面積は毎年平均 10万 ha程度に過ぎなし、。したがって

焼畑とアラン・アラン草原の問題は目下， !地也方でで、も国レベノルレでで、もE震支大な諜題になつて

いる。北スラベ、ンの移動耕r作「跡地で

速な土t綴1袈5侵食とアラン .アラン草原化が進行していて， ゴロンタロ県庁の資料による

と荒廃地の面積は森林地帯で 6万ha，森林地帯外で8万haの合計 14万haぐらいと

般定されている。

そこで政府は森林破嬢の増大に対処するため，住民の定住化をおこない，農民の生

活水準を高めることにより，林業，森林保全，森林の効用などに貢献しようとしてい

る。

中央政府はこの事業を行うにあたり，大統領令 (No，03/IHHT /'77， 1977)に基づ

いて，林産物付加税 (IHHT)を原資とする 1，150億ノレピアを国内の 10省に対して移

動耕作民の定住のために支出した。この結果，北スラベシ省ではゴロンタロ県パグヤ

マン郡ボンゴとデロニャウの両村に 7，500haの平地を定住者用入植地に指定し， 1977/

78会計年度に 144世帯を定住させるために， IHHTから 1億ノレピアの資金をうけた。

ゴロンタロ県の定住事業の実施に伴う諸問題を知るために， ボンゴ入植地で 1980年

11月25日から 12月 13日まで耕作， アラン ・アラン草原，住民定住に関する調査を

実施した。

2. 調査地の概況

ゴロンタロ市から西へ 92kmの北緯 0041' 30"~00 46' 30"，東経 122027'~1220 

30'に位置し，自動車道路が通じている。面積は約 6，500haである。プロジェクト用
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i也は大部分が平地であるが，河川の近くには斜面，正陵および河岸の自然堤防など小

面積の波状地形で，土壌は黄色ポドソノレ，褐色ポドソノレ，褐色沖積土， リトソノレおよ

び灰色水成土壌よりなっている。

この地域にはパグヤマン，オフリンス，オリミタ， トパ戸川が流れ，その一部は湿

地になっている。これらの 4つの川には支流があり，水間j霊!r;i用水として十分利用で

きる。

パグヤマン測候所によると降水量は年平均 1，650mmで最少降水月は 8月， 最多

降水月は 12月および 1月である。

この地域の土地利用区分は下記の通りである。

①森林:大部分は原生林と二次林

② i佐木林:フツレンプウ川流域

③湿地:極めて小雨積

④ 畑:おもにトウモロコシ栽培

⑤ 水間・移動耕作民は天水を利用し，定住燦民は7律援Eにより二期作

⑥ アラン ・アラン草原:オンガフ~ブノレンブウ~クロンガン~ボン ゴ問に広がっ

ている。

3. 調査方法

現地区画の形態と農耕の種類，たとえば作柄の状況や土嬢断面調査とともに採取し

た土嬢試料について，物理性，肥沃度などの分析をおこなった。つぎに事業に関係す

る職員と住民に対する面接とアンケ ー ト調査をおこなった。すなわち，①前の居住地

での生活状況として 日常の生活状態， 家計，農耕，健康など，②現在の居住地での社

会的状況として経済，教育，健康などを聴取した。さらに，二次データとして，県の

各担当事務所とゴロンタロ県定住実施事務所から地域の事情，気候，森林，~畑の分

布状況と荒廃地の状態，定住促進活動の成果等に関するデータを集めた。

4 調査結果と検討

(1)調査結果

a) 移住者の人口と定住への準備

この事業では約 1，250世帯分としてパグヤマンの土地 2，000haが準備され，1975/ 

76年度から1979/80年度までに 663世帯， 3，543人が移住した。

b) 入植地における生活状況

定住事業に加わった人々はゴロンタロ県内の可耕地が極めて少ない場所から移住し

て来たが，移住理由は下記のように分けることができる。

( i ) ゴロンタロ県内の森林地帯;で孤立して移動粗放農耕を行ってし、た者。

(ii) 定着して農業を営んでいたが，その土地が造林地に指定されたために移住し

て来た者。

(iii) 自然災害によ り前の土地での生活がむずかし くなった者。すなわち， リンボ
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ト湖のまわりに住み，魚をとって暮していたが， i，仰が浅くなったため，生活できなく

なった者。

いずれも前の場所では森林を伐り開いて畑にし一年生作物を植え， 2，3年しか利用

せず新しい森林に移動していた。平均して世帯あたり 1haを耕作し， 5，6年過

ぎると再び前の土地に戻ったと云うことであるが，住民との面談から，元の土地での

生活は非常に貧しかったことがわかった。したがって，健全な経済力のある社会を形

成するには程遠いもので，政府の援助が不可欠な状態であった。また， 日常の最低生

活もおぼつかない程の低所得で，子供達の教育も不十分であった。この事業の達成の

ため，営林局，農業局，村落建設所，保健所等の役所が一体で仕事をしている。なお，

村落建設所職員一名が，最初から事業を行う間は県に駐在していた。

この事業の経済上の目標は稲作(水田〉主体の村落を作り上げることであり，経済

的な基盤をきずくため， 1年生および永年作物の種子，肥料，殺虫剤，農業用試験機

材などを準備し，現地に適した栽培技術等を指導した。第一期は，定住農耕により 7](

m型に移行させる。今回の調査ーまでに， このための潅甑水路網の造成計画がたてられ

ていた。ただ事業対象地の年度農業生産に関するデータは得られなかったが，住民達

の話によると，供与された農具と耕作指導により，以前の場所と比べて新しい土地

における生産量は，格段に良くなったことがわかった。入植地の土地割当は 世帯

当り2haでこの内の 0.25haが屋敷用地であるo 農地は将来水田にするが，当分の間，

畑として利用する。作物は，イ ネ， トウモロコ シ，サツ マイそ，その他のイモ類， マ

メ類， ココヤシ等であるが作柄は良好であった。入槌者逮の話によると，旧来の焼j:~1

式耕作では，平均6クインタノレ (600kg) しかなかったが 1980年に 1戸当り， 1. 75 

haの耕地から籾〔乾燥〉を 20クインタノレ (=2，000kg)収穫したことがわかった。

入植地における社会福祉は，教育，福祉，衛生の整備である。先ず教育については，

小学校舎を建てて設備をととのえ，教員を招きその宿舎を作った。福祉関係では，生

活改善の援助，文盲の一掃と家族計画の普及を行っている。衛生に関しては，診療所

に薬品を備えている。しかし，衛生員の絶対人員が少なく，掛け持ちで住民の世話を

しているが，衛生員の常駐が望まれる。当地における，衛生・疫病に関するデータは

ないが，皮膚病，下痢，マラリアが多い。

(iv) 土壌の物理的特性と肥沃度の測定

地力に適した改良集約農業を発展させるには， 入植地における， 土撲の物理性と

肥沃度を知らなければならないので，ボンゴの 2箇所で土壌断固をしらべ，サンフ。ノレ

をとって分析を行った。その結果は，土性:埴土，土壌構造:普通，堅密度:軟，土

層:深，排水:普通~不良であった。(土嬢層位など詳細は省略〉

(2) 定住計画を進める上での問題点

( i ) 移動耕作とアラン・アラン草原の拡大

アラ ン・アラ ン草原の問題は， つ、ロンタ ロ県の森林地帯の土地利用と，草原の拡大と

が密接に関連している事に注目しなければならないのゴ ロンタロ県は全面積の 70%が

(720， 643ha)森林で，その他は30%となっているo森林地帯の土地利用の状況では農業
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における潅瓶式水田が 1，354ha(土地面積の 0.1%)，半潅統式水田約 4，490ha，天水田

2，302 ha，焼畑約 25，202.4haである。水面は非常に少なく ，住民達は焼畑でイネ以外

の作物をさかんに栽培している。また，一部の農民はココヤシを専門に植えているが，

この値段は市況の影響を受けやすい。コプラの値段が不安定で，最近は下向気味とな

っているので， ココヤシ栽培農民の一部は，生活を維持するために焼畑耕作に転向し

ている。耕作者が去った焼畑跡地は，直ちにアラン・アラン草原や低木林になる。年々，

人口が増えることにより土地の需要は拡大しつつあり，農民は新しい耕地のために森

林を開拓し続ける。それでも耕地不足となって，土地の休閑期間が短縮される傾向にあ

るうえ，土地の集約的利用や土嬢養分の低下も，耕作周期を短くする要因となり，休

閑期間は平均5年となっていることがわかった。このように，土地利用のサイクノレが

次第に短くなることにより，土地の肥沃度が回復不十分で，年々地力が低下してゴロ

ンタロのアラン・アラン草原と裸地の拡大がみられることが理解できる。県内における

荒廃の激しい地方は， リンボト，テラガ，カビラ，スワワ，ティパワ， クワンダン，

ノミトダ，ポネパンタイ各都で，この中の 5，000家族(約 25，000人)が移動農耕で生

活している。焼畑のための樹木の伐倒は，森林の価値をなくし，この損害は大きい。

ゴロンタロ営林署のデータによる と，管内の木材生産量は ha当り，10 m3~50ma で

平均すると 30m3である(注:ha当り， 平均材積量 30m3は経済樹種の合計ではな

し、)。破壊された森林面積が 6万 haなので，おおよそ 180万 m3の木材が消滅したこ

とになる。各戸の平均森林開墾面積を 1.5 ha，回帰年数を 5年とすると ， 5，000世帯

の農民により， 年平均約 2，500haの森林が破壊されていることになる。 1980年まで

の3年間に入植した家族は 663世帯なので， 334.5 haが毎年失なわれたと考えられ

る。この数字は非常に大雑把なものであり，焼畑面積の拡大に関する具体的数字の把

握は困難である。焼畑とアラン ・アラン草原の拡大防止のための対策は，総合的に十

分計画しなければならなし、。この問題には，住民の複雑な事情が密接に関連している

ので，再造林の仕事は，住民との問題を解決しなければ技術的にも成功は望めない。

(ii) 土壌の侵食

ゴロンタロ県内の荒廃地面積は 8万haと推定されているが，侵食で川床が高くな

り，激しい洪水が毎年頻繁におこっている。特に潅瓶施設が破壊され，川|や水路を浅

くし，生産拠点である村々と郡部を結ぶ道路と橋が切断されている。侵食による被害

は，付近の住民が生計を維持しているリンボト初lが，年々浅くなってゆくことで強く

感じられる。この湖の面積は， 1952年に約 5，000haで， 深さは平均 32mであった

が，侵食により泥が湖に流入したために， 1980年には約 3，000haが残り， 平均水深

は4mになってしまった。このため魚獲が減少しこれにたよっていた住民は窮地に

落ち入札仕方なく激しい侵食の原因となる焼畑を，湖の周りの山腹で営もうとして

いる。それで， リンボト湖の周辺に住んでいる住民の生活を改善するためには，移住

入植が最も良い解決策となった。

(iii) 定住の実施

現在 5，000世帯の移動耕作者が県内に居るものと考えられるので，定住事業はまだ
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遅れている。これは資金の制限によるものであり， 1978年度の一戸当り平均経費は 75

万ノレピアであった。資金が限られている以上，各種の事業活動にタッチしている構成

メンバーをより単純化し管理費の低減をはかる必要がある。ゴロンタロ県の定住事

業は，社会省の所管にも属していて活動が重複している。したがって，本事業の主目

標である林業と結びついた住民定住活動という点では不十分であることがわかった。

また，定住地(村〉に住む農民は定住活動の対象から外され，入植している住民の一部

の者はすで、に定住地を持っていることがわかった。 IHHTを財源とする住民定住事業

は，森林地帯に往んでいて定住地が無く，いつも移動生活をしている農民に重点が置

かれなければならない。

(iv) 定住計画の進展の可能性

全般的に見てゴロンタ口県の定住事業は，住民から歓迎され，入他地への移動に際

しでも大きな混乱はなく移動農民の一部がすで7こ定着農民となったので，成果があっ

たと云える。現在の問題は新しい入植地の建設である O 住民達は定住地の整備が遅れ

て，所得が望まれる水準に達していないと感じている。もし，生活水準の向上に失敗

すれば，住民の信頼を失い，彼等が入i値地を去るという事態も考えられるので，この

点について注意を喚起したい。本事業の達成目標は水田の造成に置かれているが，今

日までにこれは整えられていなし、。この地方の気候，その他の条件から判断して， 当

地は水田地帯になる可能性が大きい。水田稲作72量業から最大収益を得るためには土壊

の物理的条件と肥沃度に合わせた土地の利用を行わなければならない。土壌調査に

よれば，土壌の諸条件は将来水団地帯にできる可能性を示してはいるが，土壌養分の

分析値は，窒素，燐酸，加里，特に窒素の含有量が著しく低いことを示している。し

たがって，将来ここの生産力を高めるためには，窒素，燐酸，加里の必要量を施さなけ

ればならなし、。また，土壊の pHが低く〔酸性)，これを高めるために石灰投入も合せて

行う必要がある。気候が適し降水量も十分で、，パグヤマン川の水系は潅淑用水源とし

て利用可能で、ある。建設省は，定住入植事業を支援するための潅瓶計画を作ったが，

まだ計画段階で実行には至っていない。パグヤマン平原に潅翫施設が設けられれば，

この事業の発展に大きな期待が寄せられる。住民の複雑な生活状況からして，この事

業を実施するには，建設，営林，衛生保健等の政府機関が共同で、計画に当ることが事

業の成功に不可欠であり，統合された調整システムが重要で‘あると考える。因みに県

当局は，将来の定住事業を見越していくつかの入植用地を決めている。

住民の定住を促進する場合の障害を予測し詳しい調査に基づいた計画をたて，一

貸した実行が必要で、ある。また採用する農業のタイプは，全住民にとり有益で容易に

実用できるものでなければならないので，このためには，それに最も過 した農法を生

み出すための研究を始めなければならない。水田農耕を娠興するためには，長大収穫

を得るための土嬢改良に関する研究と，併せて適作技術の試験をする展示農場が必要

と考えられる。一方，将来へ向けての この事業活動には， 次のような焼畑統制協議会

の勧告をも念頭に置くべきである。

一一住民の定住事業は，定まった住居を持たない，村落行政の範凶から脱務してい
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る農耕者だけに適用されること。

一一諸機関の活動を単純化して経費を少なくしなければならないこと 。

最後に， 1.定住のための事業には，多額の費用を要する一方，予算は限られている

ので，諸業務の簡素化を図り経費の節約に努めるべきである， 2.定住地の無い移動農

耕民に重点を置くべきである， 3.水田稲作農業を発展させるには，多収穫のための土

壌改良等の具体的な研究を行うと共に，展示農場作物に最適の技術を適用する必要が

ある， 4.定住活動と共に，焼畑跡地の回復とその地域の土地分類も必要である，など

を付言している。

訳文をご校l比l下さ った東京農工大学川名 !児教岐に心からおネしを申上げます。

(付):原報告書は Muh. YAMIN MILE & 1. G. M. SEMADI: (Population reset“ 

tlement activity in Gorontalo， North Sulawesi as an effort to prevent the spread-

ing of shifting cuItivation)インドネシア森林研究所報告書 No.381， 1981で，イン

ドネシア語で書かれている。

新刊紹介 11川川11川川11川川川11川川|川山川11川川11山1111川川川11川川H川川111川川川11川川川川11川山川11山川11川H川川111山川11川川川11川川11川111川川11川川川11川川H川川111川川11川川川11川川H川111川H川川川111111川 111111111川1111111111111111111111111111川111川11111川111111111111111111111111111111111111111111川1111111111111111

①ギンネム:熱帯のための有望な飼料・木本作物 (NationalResearch Council : Leu-

caena : Promising Forage and Tree Crop for the Tropics. 2nd Edition， Nation-

al Academy Press， Washington， D. C. 93 pp.， 1984) 

本書の初版がだされたのは 1977年，フィリピンのロスパニオスでギンネムについて

のはじめての集会がもたれた翌年のことであった。それから 5年， '82年 11月にシン

ガポーノレで、再びギンネムのシンポジウムが開かれたが，そのあと，初版以後の研究成

果や新しい計画などを加えて書き改められ，昨秋，装いを新たにして刊行された。第

2版では，ギンネム栽培の事例を写真中心にまとめている(第 2章 p. 11~30) のが

特徴的である。またギンネムの 3タイプのうち， Hawaiian type は Commontype 

に， Salvador typeは Gianttypeにかえられた.Peru typeはそのままである。第

8章では Leucae附属の他の 9種について若干の記載を行なっている。なお本書は，

BOSTID (JH-217D)， National Research Council， 2101 Constitution Avenue， 

Washington， D. C. 20418， USAに要求すれば無料で入手できる。(浅川澄彦)

62 熱帯林業 No.3 (1985) 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




